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 核のごみをめぐる『中学生サミット 2018』に全国の７地域（原子力立地県４、首都圏、中京、京阪神）から２０名の中

学生と９名の高校生が首都圏に集い、最終処分地問題についてダイアローグ(対話)した。その結果、中学生がこの問

題を理解し自己の意見を十分に反映し意思決定の入り口に立てることが明らかになった。 
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1. 緒言 

	 ２０１８年１２月に、全国７地域から２９名の中高生が二泊三日の行程で集い、まず青森県六ヶ所村の施設を見学し、

その後東京にてダイアローグ(対話)を行った。そのテーマは“核のごみをどうするのか”である。六ヶ所村では、施設見

学の後、地元の有志３名から六ヶ所村の歴史や変遷などについて説明を受け、意見交換する機会も持った。	

 
2. 方法 

 実体(施設)の見学やレクチャーにより得た知識に基づいてダイアローグを展開する。その要点は、１）科学

的かつ論理的に思考する、２）内省的思考から社会的責任を自覚する、３）批判的思考の発揮である。加え

て、①他者の発言を尊重しじっくりと耳を傾けること、②他者の考えを積極的に取り入れて自己の視点をア

ップデートすることを促した。また、ダイアローグのファシリテーションは４名の高校生が自発的に行った。 

 

3. 成果と課題  

	 見学/レクチャー/ダイアローグの全日程を終えた後、参加中

高生にアンケートを実施した。アンケートは無記名かつ属性(出

身地、性別、年齢など)を一切問わない形で行った。高レベル放

射性処分の最終処分に関する自己の理解が深まったかどうか

に対しては、程度の差はあれほとんどの参加者から理解が深ま

ったとする回答があった。その一方、ますます疑問が深まったと

いう参加者も数名いた。今後の課題は、１）次年度以降への継

続参加希望に応えること、２）参加枠の拡大、３）理解促進に関

する定性的指標の導入、４）発信の方法と多様性、５）この問題

への未成年者によるアドボカシー(公共政策の形成や変容の促進)を支持することである。 

 

4. 結言  

 参加者の一人(中学生)が、全国紙朝刊の『声』の欄に投稿し採用された。その『声』は「地層処分をする場

所は決まっていない。だからこそよく知ることが最低限の責任だと思う」と結言された。 
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図１	 ダイアローグの様子 
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